大阪府分別収集促進計画（第５期）の変更について
大阪府では、容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律（以下「容器包装リサイクル法」という。）に基づき、府内における容器包装廃棄物の発生抑制や再商品化の促進など循環型社会の実現をめざすため、府内の４３市町村が策定した「市町村分別収集計画」をもとに、その内容等をとりまとめた「大阪府分別収集促進計画（第５期）」を策定しています。このたび、田尻町が第５期分別収集計画の一部を変更したことに伴い、大阪府分別収集促進計画（第５期）を変更しました。
1 都道府県分別収集促進計画（第５期）とは

各市町村で策定した「市町村分別収集計画」を、都道府県ごとにとりまとめた５ヵ年計画で、３年ごとに見直すこととなっています。

第５期計画については、平成18年12月１日に公布された容器包装廃棄物の分別収集に関する省令の一部を改正する省令（平成18年環境省令第35号）により、その始期を従来から１年前倒しし平成２０年４月からの５ヵ年計画としています。
〔参考〕
・第１期計画・・・平成　８年１０月策定　（計画期間：平成　９年４月～平成１４年３月）

・第２期計画・・・平成１１年　７月策定　（計画期間：平成１２年４月～平成１７年３月）

平成１２年１０月改定　（計画期間：　　　　　　同　上　　　　　　）

・第３期計画・・・平成１４年　７月策定　（計画期間：平成１５年４月～平成２０年３月）

・第４期計画・・・平成１７年　７月策定　（計画期間：平成１８年４月～平成２３年３月）

・第５期計画・・・平成１９年　７月策定　（計画期間：平成２０年４月～平成２５年３月）

平成２０年　９月変更　（計画期間：　　　　　　同　上　　　　　　）

平成２１年　３月変更　（計画期間：　　　　　　同　上　　　　　　）

平成２２年　１月変更　（計画期間：　　　　　　同　上　　　　　　）

2 市町村分別収集計画（第５期）策定状況

第４期計画に引き続き、府内全市町村が第５期計画を策定している。

3 大阪府分別収集促進計画（変更）（第５期）の概要

(1) 基本的方針
分別収集計画に基づく市町村の分別収集の実績をふまえ、排出見込み量や収集計画量の算定を行うなど、精度の向上を図るとともに、計画期間中における分別収集及び再商品化を促進する。

(2) 特徴

計画最終年度には、その他プラスチック製容器包装及びその他の紙製容器包装を除く全品目について全市町村が分別収集を実施する予定となっている。
1 分別収集の年度別実施市町村数

	　　　　　　　　　　　　　　　年 度
区 分
	20年度
	21年度
	22年度
	23年度
	24年度

	特定分別基準適合物
	無色のガラス製容器
	４３
	４３
	４３
	４３
	４３

	
	茶色のガラス製容器
	４３
	４３
	４３
	４３
	４３

	
	その他の色のガラス製容器
	４３
	４３
	４３
	４３
	４３

	
	その他の紙製容器包装
	２２
	２３
	２３
	２５
	２６

	
	ペットボトル
	４３
	４３
	４３
	４３
	４３

	
	プラスチック製容器包装
	３３
	３４
	３５
	３７
	３７

	
	
	うちその他のﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製容器包装
	２８
	３１
	３２
	３６
	３７

	
	
	うち白色トレイ
	１１
	１０
	９
	１０
	１０

	２条６項指定物
	スチール製容器包装
	４３
	４３
	４３
	４３
	４３

	
	アルミ製容器包装
	４３
	４３
	４３
	４３
	４３

	
	飲料用紙製容器
	４２
	４３
	４３
	４３
	４３

	
	段ボール製容器包装
	４３
	４３
	４３
	４３
	４３


	平成２４年度までに収集の計画がない市町村

・その他の紙製容器包装･･･大阪市、堺市、豊中市、茨木市、八尾市、富田林市、河内長野市、柏原市、羽曳野市、藤井寺市、四條畷市、大阪狭山市、島本町、
能勢町、熊取町、太子町、河南町

・プラスチック製容器包装･･･吹田市、高槻市、茨木市、柏原市、羽曳野市、藤井寺市


【「その他の紙製容器包装」の分別収集の取り組みが進まない理由】
市町村においては、従来、古紙(新聞・雑誌等)の回収が実施されているが、住民はその他の紙製容器包装の一部を混合して排出しており、また、その他の紙製容器包装はその種類も多種・多様であることから、新たにその他の紙製容器包装のみ分別して排出することについては、住民の協力が得られにくい状況にある。更に、新たな収集体制の整備等の財政負担を伴うこと等が取り組みの進まない理由である。
2 容器包装廃棄物の排出の見込み等（市町村分別収集計画に示された量の合計）　　単位：トン
	年 度

区 分
	20年度
	21年度
	22年度
	23年度
	24年度

	容器包装廃棄物の排出見込量
	503,167.0
	501,248.0
	500,238.0
	499,855.0
	499,158.0


3 容器包装廃棄物の回収量の見込み（市町村分別収集計画に示された量の合計）　　単位：トン

	年 度

区 分
	18年度

（実績）
	20年度
	21年度
	22年度
	23年度
	24年度

	特定分別基準適合物
	無色のガラス製容器
	16,687.7
	21,015.0
	20,864.0
	21,067.4
	21,090.9
	21,132.5

	
	茶色のガラス製容器
	12,223.8
	15,760.9
	15,999.4
	16,069.9
	16,088.5
	16,133.5

	
	その他の色のガラス製容器
	12,811.8
	10,463.2
	11,426.8
	11,545.1
	11,668.0
	11,755.6

	
	その他の紙製容器包装
	1,490.6
	2,645.0
	3,044.0
	3,489.0
	4,388.0
	4,826.0

	
	ペットボトル
	11,331.3
	13,959.8
	14,681.2
	15,991.6
	16,245.4
	16,494.9

	
	その他のプラスチック製容器包装
	28,951.2
	51,734.9
	59,415.6
	66,088.2
	68,794.0
	74,135.3

	
	
	うちプラスチック
	28,882.4
	51,675.4
	59,356.1
	66,028.7
	68,732.8
	74,073.9

	
	
	うち白色トレイ
	68.8
	59.5
	59.5
	59.5
	61.2
	61.4

	２条６項指定物
	スチール製容器包装
	21,393.5
	17,741.3
	17,299.9
	17,599.1
	17,502.2
	17,384.7

	
	アルミ製容器包装
	3,242.2
	4,251.0
	4,341.1
	4,424.8
	4,448.0
	4,471.7

	
	飲料用紙製容器
	1,077.5
	1,307.5
	1,430.1
	1,556.5
	1,566.4
	1,675.1

	
	段ボール製容器包装
	28,995.3
	34,826.6
	35,509.2
	36,732.8
	37,055.0
	37,146.3

	合計
	138,204.9
	173,705.2
	184,011.3
	194,564.4
	198,846.4
	205,155.6

	回収率（％）
	28.3
	34.5
	36.7
	38.9
	39.8
	41.1


(3) 今回の変更について
田尻町において、事務処理方法の変更による分別収集計画量の変更によるもの。
※平成20年9月の変更は堺市の計画時期前倒しによるもの。
※平成21年3月の変更は堺市他９市２町による分別収集計画量の見直しや独自処理ルートから指定法人ルートへの変更等によるもの。
　















